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市
民
文
化
会
館
・
中
央
公
民
館
央
図
書
館
・
地
区
公
園
を
併
設

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
開
設
を
め
ざ
。

し
て
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
こ
の
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

の
文
化
・
社
会
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め

市
民
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館
、
中
央
図
書
館

そ
し
て
地
区
公
園
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

昭
和
六
十
年
の
宇
治
市
の
町
づ
く
り
を
め
ざ
す

総
合
計
画
で
は
、
「
歴
史
か
お
る
文
化
創
造
の

都
市
」
を
将
来
の
都
市
像
に
し
て
お
り
、
市
で

は
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
を
「
創
造
し
参
加
す

る
文
化
」
の
拠
点
と
し
て
、
い
つ
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
施
設
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
ま
で
の
経
過
を
含
め
、
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和
二
士
〈
年
に
人
口
三
万
人

余
で
市
制
を
施
行
し
た
宇
治
市
は

京
都
、
大
阪
の
近
郊
住
宅
地
と
し

て
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
急

速
な
都
市
化
が
進
み
、
現
在
で
は

十
五
万
人
の
人
口
を
耀
す
る
都
市

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

市
で
は
こ
の
人
口
増
に
伴
い
、

学
校
、
保
育
所
な
ど
の
建
設
に
追

わ
れ
、
文
化
、
社
会
教
育
、
ス
ポ

ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
ほ

じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
施
設
の
整

備
は
立
ち
遅
れ
で
い
る
の
が
現
状

で
す
。
　

な
か
で
も
、
昭
和
四
十
年
に
建

設
さ
れ
た
市
民
会
館
は
、
そ
の
後

の
人
口
増
加
に
伴
い
、
市
民
に
よ

食
傷
芸
術
及
び
社
会
教
育
活

動
の
拠
点
と
し
て
は
、
不
十
分
な

も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
　

そ
こ
で
、
市
民
の
又
化
活
動
や

そ
の
発
表
の
場
、
ま
s
蜀
忿
｀

賞
で
き
る
場
と
な
る
市
民
又
化
セ

ン
タ
ー
の
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。

そ
し
で
、
そ
の
建
設
用
地
が
折
居

建
設
懇
談
会
を
設
置

　
　
　
　
市
民
代
表
2
3
人
で
構
成

　
市
で
は
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
か
進
め
る
に
あ
た
り
今
年

七
月
、
庁
内
に
建
設
委
員
会
夕
設

置
す
る
と
と
も
に
、
池
本
市
長
は
、

広
く
市
民
の
声
か
反
映
し
た
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
忿
題
設
す
る
た
め
、

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
懇
談
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
　

こ
の
懇
談
会
は
、
地
域
社
会

に
お
け
る
不
可
欠
の
都
市
基
盤
施

設
で
あ
る
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
。
　

「
創
造
す
る
文
化
」
、
「
参
加
す
る

文
化
」
の
拠
点
と
し
て
い
か
に
あ

る
べ
き
Ｐ
か
懇
談
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
・
委
員
は
、
専
門
家

や
学
識
経
験
者
、
そ
し
で
日
ご
ろ

か
兪
漏
、
芸
術
な
芦
弔
通
動
さ

れ
で
い
る
人
た
ち
な
芦
幅
ひ
ろ
い

市
民
の
代
表
二
十
三
人
で
す
。
　

七
月
三
十
一
日
の
初
会
合
で
、

会
一
長
に
は
谷
岡
武
雄
さ
ん
（
立
命

館
大
学
教
授
）
を
選
出
し
、
市

か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
に
つ
い

で
説
明
が
行
わ
れ
書
し
た
。
つ
づ

い
て
、
市
民
又
化
セ
ン
タ
ー
建
設

憂
器
で
は
、
八
月
4
七
目
に
大

阪
府
藤
井
寺
市
の
市
民
災
蓋
館

と
同
四
条
畷
市
の
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
か
視
察
。
両
施
設
と
趾
攬

は
異
な
る
も
の
の
、
公
民
館
、
図

書
館
等
を
併
設
し
て
お
り
、
宇
治

市
の
又
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
あ
た

っ
て
も
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。
　

懇
談
会
で
は
、
各
施
設
の
内
容

図書館づくり講演会

10月19日保健医療センタ一

や
機
能
に
つ
い
て
委
員
の
み
な
さ

ん
か
ら
意
見
が
出
鳶
ぞ
い
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
參
み
て
み
ま
す
と

市
民
又
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
①

大
・
小
ホ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
・
そ

気軽に利用できる施設づくりをめざします（写真は市民文化

センター建設予定地）

　
市
で
は
、
市
民
又
化
創
造
の

拠
点
と
な
る
中
夭
図
書
館
づ
ぐ

り
の
計
回
夕
遅
め
で
い
ま
す
。
　

市
昌
璧
梁
で
は
、
い
つ
で

の
規
摸
は
、
市
民
の
要
求
や
市
民

の
文
化
活
動
の
実
態
、
施
設
の
立

地
条
件
に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き
で

あ
る
。
小
ホ
ー
ル
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
芸
術
内
容
に
も
対

応
し
つ
る
も
の
と
す
る
。
②
展
示

室
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

立
派
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
る
ぶ
つ

な
も
の
が
必
要
で
あ
り
、
で
参
れ

ば
屋
外
の
展
示
聾
価
硲
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
　

ま
た
、
中
央
公
民
館
に
つ
い
て

は
、
①
各
種
の
社
会
教
育
団
体
や

地
区
公
民
館
の
活
動
に
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
②
保
育
設
備

宏
暴
設
備
の
と
と
の
っ
を
四
楽

室
も
必
要
。
　

中
央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
①

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
利

用
盲
簒
市
民
の
図
書
館
づ
ぐ

り
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
考
凡

て
い
く
だ
の
、
講
演
会
を
開
き

ま
す
。
　

参
加
は
無
料
で
す
の
で
お
気

軽
に
参
加
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　

◇

＞
と
き
・
・
・
1
0
1
1
c
S
t
ｎ
ｇ
’
午
前
　

1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
保
健
ほ
療
セ
ン
タ
　

ー
3
奘
会
肇
。
　
　
　
　

（
市
民
図
書
室
）

一
般
向
け
と
児
皐
同
け
図
書
室
を

別
個
に
設
瓢
し
で
ほ
し
い
。
②
小

団
ら
ん
室
や
共
同
研
究
室
な
ど
の

盤
緊
梧
討
し
て
ほ
し
い
、
な
ど

の
意
見
が
出
吝
れ
ま
し
た
。
　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
蓼

考
に
す
る
八
戸
石
に
、
広
く
市
民

の
声
盈
｝
布
し
た
市
民
又
化
セ
ン

タ
ー
づ
ぐ
口
牽
め
ざ
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

5
9
年
度
完
成
め
ざ
し
　
　
　
　
　
　

来
春
着
工
へ

　
計
圃
で
は
、
市
民
又
化
セ
ン
タ

ー
は
宇
治
折
居
二
六
番
地
の
敷
地

面
積
約
六
・
四
む
に
建
設
。
こ
の

う
ち
、
約
四

Ｉ忿
地
区
公
園
、
約

二
・
二
む
に
市
民
又
化
会
館
、
中

央
公
民
館
。
中
央
図
書
館
か
設
置

し
た
複
〈
臓
設
ど
な
っ
て
い
ま
す
。
　

こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

利
用
し
や
す
い
施
設
T
V
ｓ
i
j
W
基
　

1
1
－
Ｉ
Ｉ
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
－
―
‐
‐
―
―
Ｉ
Ｉ
―
―
一

本
に
す
る
Ａ
Ｋ
Ｗ
に
、
施
設
を
集

中
し
て
設
章
ず
る
こ
と
に
よ
昨
文

化
活
動
の
拠
点
が
轄
備
さ
れ
る
こ

と
＊
＞
£
≪
Ｗ
し
て
い
ま
す
。
　

嚢
ぽ
、
現
を
建
設
用
地
の
造

成
二
男
ｉ
一
め
て
い
ま
Ｔ
が
、
昭

即
辛
六
年
度
に
基
本
構
想
・
計

回
、
基
本
設
計
舎
″
え
、
昭
和
五

4
七
年
度
に
市
民
又
化
会
館
の
建

設
に
着
工
。
そ
し
で
、
昭
和
五
十

八
年
度
に
は
甲
央
公
民
館
、
中
央

図
書
館
と
地
区
公
園
の
建
設
に
着

工
し
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
は
市

邑
入
化
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｊ
．
し
て
＜
J
I
M
＊
I

完
成
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。

1043

市民文化センター建設予定地および施設配置図

依田教育長

　9月30日退任

2期8年の活躍

　
さ
る
九
月
一
一
干
日
付
で
、
依
田

孝
一
宇
治
市
教
育
長
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
　

依
田
教
育
長
は
、
昭
和
四
十
一

年
に
京
都
府
山
城
教
育
局
長
、
昭

和
四
十
四
年
に
精
華
中
学
校
校
長
、

昭
和
四
十
五
年
に
栄
治
中
学
校
校

長
夕
歴
任
4
れ
、
昭
和
四
十
八
年

十
月
に
宇
治
市
教
育
委
員
会
教
育

長
に
就
任
。
二
期
八
年
に
わ
た
り

ご
活
躍
い
た
だ
零
柔
し
た
。
ヽ

　
依
田
教
育
長
は
、
退
任
式
で
「
四

十
八
年
就
任
以
来
。
大
過
な
ぐ
終

え
る
こ
と
が
で
曝
柔
す
の
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
は
じ
め
関
係
各
位

の
お
か
げ
で
す
。
今
後
、
ど
こ
よ

S
V
t
Ｊ
卓
く
青
少
年
間
題
が
解
決
す

る
こ
と
盈
胆
っ
て
い
ま
す
』
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
　

長
い
間
の
ご
活
躍
、
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

市民文化
センター
文化活動の拠点づくりへ

．市政施行３０周

年記念市の宝木ち

ゃの木　昭和56

年３月１日制定
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
ほ
ど
。
消
費
生
活
モ
ニ
　

タ
ー
の
み
な
”
λ
が
市
民
三
百
　

九
十
翠
人
名
刈
象
に
、
「
消
費
　

者
意
歌
調
き
奎
行
い
声
巡
。
　

そ
こ
で
、
調
査
結
果
の
中
か

ら
今
回
は
訪
問
販
売
に
つ
い
て

。
お
知
ら
ｔ
し
ま
し
よ
之
　
　
　
　
　

◇
　
　

「
町
内
の
者
だ
が
、
防
火
の
　

た
め
消
火
器
の
販
売
か
行
っ
て
　

い
る
」
と
、
消
火
器
を
売
り
つ
　

け
た
り
、
「
学
校
の
先
生
の
推
　

せ
か
と
い
っ
て
、
学
習
用
器
　

材
を
売
り
つ
け
る
商
法
が
悒
行
　

し
て
い
ま
罵
　

今
回
の
調
査
で
も
一
一
回
元
十

五
名
の
回
答
者
の
う
ち
、
八
六
　

・
一
面
の
人
が
訪
問
販
売
參
つ

け
、
そ
の
う
ち
五
五
・
八
9
の

人
が
利
用
”
’
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
利
用
”
’
れ
た
人
の
う
ち

非行の原因は「家庭」より「本人」に

市政モニター「青少年問題アンケート調査」

三
三
・
七
9
の
人
が
何
ら
か
の

不
満
、
ト
ラ
ブ
ル
m
験
”
瓦

て
い
ま
司
（
表
1
）
　

不
満
内
容
は
、
『
①
一
度
家
の

中
に
入
れ
た
ら
買
．
ｒ
≫
Ｗ
％
0

し
て
、
そ
Ｅ
柏
手
に
興
味
を

云
て
る
チ
ラ
シ
を
潭
し
『
食

買
っ
て
お
か
な
け
れ
ぱ
す
ぐ
に

な
ぐ
な
る
よ
』
と
い
っ
で
、
街

頭
販
売
忿
す
る
新
手
の
商
法
も

報
告
孤
れ
て
い
ま
す
。
　

訪
問
販
売
を
利
用
し
て
購
入

し
た
商
品
は
、
書
籍
類
が
一
番

多
ぐ
つ
づ
い
て
化
狐
仙
、
布
団

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
表
2
）

　
み
ま
し
ょ
う
。

▽
口
頭
で
孚
肴
利
な
条
件
は
、
　

必
ず
書
面
に
記
載
し
て
娶
り

マ
代
金
の
全
慾
海
良
好
な
い
　

で
解
約
1
簒
権
利
（
ク
ー
　

ｎ
‘
ン
グ
オ
フ
）
｀
撫
留
し
て
　

お
く
方
が
安
心
Ｐ
Ｗ
　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
唇
愚

指
尼
商
品
（
書
籍
、
ミ
シ
ン
、

訪
問
販
売

　
　
約
3
4
％
が
不
満
を
示
す

ず
、
Ｌ
か
た
な
ぐ
買
っ
て
し
ま

っ
ち
②
必
要
以
上
の
も
の
を

買
9
瓦
て
‐
M
つ
た
。
」
な
ペ

セ
ー
―
ル
ス
マ
ン
の
売
’
f
S
ん
が
た

め
の
摯
驚
4
政
売
態
度
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
　

ま
た
、
「
防
犯
ベ
ル
か
購
入
し

た
が
二
、
三
具
鳴
超
ぐ
な

っ
た
。
」
な
Ｑ
説
明
益
腐
の

く
い
違
い
、
粗
悪
品
の
売
り
つ

け
が
報
告
在
れ
て
い
ま
す
。
そ

　
訪
問
堅
￥
莉
用
哀
る
場

合
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
ゑ

▽
玄
関
に
入
れ
る
前
に
、
訪
問
　

の
目
的
忠
｀
か
の
ま
し
ょ
う
。

▽
衝
動
買
い
は
禁
物
で
ず
。
そ
　

の
商
品
が
必
要
な
の
か
冷
静
　

に
判
断
し
ま
し
ょ
｀
4

▽
売
買
契
約
す
る
と
き
は
、
購
　

入
条
件
を
書
い
た
書
面
か
必
　

Ｖ
v
t
M
C
。
’
内
容
：
＊
Ｈ
ぐ
読

　
青
少
年
の
非
行
の
原
因
は
家
庭
に
あ
る

が
五
七
・
六
％
－
市
で
は
、
市
政
モ
ニ

タ
ー
二
百
人
を
対
象
に
「
青
少
年
問
題
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
、
こ

の
ほ
ど
そ
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

　
求
ｙ
、
青
少
年
問
題
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
お
β
れ
ゑ
簡
い

た
と
こ
ろ
、
「
非
常
に
関
心
が
あ

る
」
が
一
八
六
・
六
％
、
「
い
く
ら
か

関
心
が
あ
る
」
が
三
二
・
一
％
で

ぽ
収
な
と
の
人
が
関
心
が
あ
る
と

答
え
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

青
少
年
問
題
が
。
市
民
の
間
で
大

き
な
問
題
と
な
り
、
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
ぐ
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
罵
　

つ
ぎ
に
、
青
少
年
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
と
し
で
、
「
わ
が
ま
ま
で
あ

る
」
の
七
一
・
七
碧
撫
高
に
。
　

「
礼
儀
を
知
ら
な
い
」
（
六
三
・

五
％
）
、
「
根
気
が
な
い
」
（
五
七

・
二
包
、
「
無
責
任
で
あ
る
」
（
五

四
・
七
急
と
続
い
て
お
り
、
厳

し
い
舜
7
洒
方
を
さ
れ
て
い
る

人
が
多
ぐ
、
責
任
Ｓ
や
襲
萩
序

を
守
る
と
り
7
艮
い
評
価
は
低
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　

青
少
年
の
非
行
の
原
因
は
、
五

七
・
六
％
の
人
が
「
家
庭
に
あ
る
」

と
し
、
「
本
人
の
意
思
の
問
題
で
あ

る
」
が
一
七
§
、
（
国
の
現
状
に
問

題
が
あ
る
ｋ
一
〇
％
）
で
。
人
間

形
成
の
基
と
な
る
「
家
芦
の
役

割
は
大
き
ぺ
家
庭
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と

老
え
て
お
ら
れ
る
人
が
多
い
と
い

え
ま
す
。
　

ま
た
、
子
に
対
す
る
親
の
姿
に

つ
い
て
は
、
『
過
保
護
で
あ
る
』
と

答
え
ら
れ
た
人
が
三
九
・
六
％
と

最
も
多
く
、
「
学
歴
偏
重
」
（
二
七
・

七
§
）
、
「
無
責
任
」
（
一
八
・
八
％
）
。
　

「
父
親
の
失
権
」
（
一
〇
・
八
％
）

消費者意識

調査

消
火
器
な
ど
四
十
三
商
品
）
で

あ
れ
ば
、
契
約
書
か
尋
け
取
っ

た
日
を
含
め
て
四
Ｅ
以
内
な
ら

無
条
件
で
解
約
で
き
ま
す
・
解

約
通
知
は
、
内
容
証
明
付
郵
便

に
す
れ
ば
確
実
で
ｆ
ｙ
。
　

今
回
の
調
査
で
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
を
知
っ
て
い
る

人
が
六
五
・
’
二
％
と
、
昨
年
よ

り
四
・
五
％
増
凡
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

◇

　
市
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
に

消
費
妾
箱
談
奎
居
砧
め
、

昨
年
四
月
か
ら
は
毎
月
一
回
、

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
相
訣
も

開
設
、
さ
ら
に
今
年
五
月
か
ら

は
、
地
域
石
の
専
門
相
談
員
に

よ
る
相
談
も
し
て
い
ま
す
。
　

苦
情
相
談
に
限
ら
す
、
学
習

の
場
と
し
て
も
ｔ
｝
利
用
ぐ
だ
さ

い
。

表1．訪問販売に関する調査

と
続
い
て
お
り
、
「
責
任
｀
も
っ
て

章
七
い
る
」
と
愚
じ
て
お
β
れ

今
人
は
、
一
・
三
§
に
す
が
ま
せ

ん
。
　

こ
の
こ
と
は
、
Ｉ
家
庭
に
お
け
る

親
の
姿
が
、
’
石
七
に
と
っ
て
良

い
方
向
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ

と
忿
孚
と
’
も
に
、
過
保
護
で

あ
る
一
方
、
過
剰
な
期
待
登
晋
貝

り
’
－
れ
て
い
る
と
い
ヶ
状
況
の
中

1
自
立
心
濫
そ
る
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
育
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
Ｉ
刄
き
吏
簡
題
が
起

き
て
い
る
と
い
え
ま
す
・
　

有
害
な
社
会
環
境
　

テ
レ
ビ
が
ト
ッ
プ
に
　

ま
た
、
青
少
年
に
と
っ
て
有
害

な
襲
環
境
に
つ
い
Ｖ
9
い
た
と

2
一
‘
れ
ま
で
利
用
し
た
表

訪
問
販
売
の
商
品
名

書籍類102件

化粧品27

布団14

ミシン8

消火器6

孚習用カセット5

地球儀3件

なべ3

避妊具3

新．聞3

ワッタス3

i．あなたは、a間棄児の■！：―ルスマ＞に、ー閲＜’鸞irrこ毅靫　

はありますか．①ある②ない

（）8S．2 　②12．2

←無　回

　答　

｜・6

2．問lで①あると答えtziSで、家庭訪問販売を利用された事　

はありますか．①ある②ない

①SS．t （2）43．3
l

0．9
3．間X｜）で（Dあると答えた方で、不満．トラブルを経験したこ　

とはありませんか．①ある②ない

①33．7 （Z）6｝．7
←無　彗

　2．C

I．訪問販売の場合、4日以内であれば無条件で契約を解除で．
きる「クーリング・ォフ」制度がr防問販売法』で定められて　

いますが、ご存じでしたか．　

①知っていた（Z》知らなかっt：

こ
互
「
テ
レ
ビ
」
が
五
五
・
三
弦

と
｀
石
多
ぐ
、
『
雑
誌
（
週
刊
誌
・

マ
ン
ガ
な
ど
含
む
）
」
（
四
二
・
八

Ｓ
、
（
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
’
Ｉ
。
に
｀
四
二
。

一
9
）
、
「
自
動
販
売
機
の
乱
立
」

9
一
五
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
ほ
、
そ
こ
な
が
悪
い
と
い

．
ｃ
ｖ
ｈ
ｓ
ｈ
Ｐ
’
そ
れ
ら
を
つ
く
ひ
出

公
夫
人
に
も
貢
仕
が
あ
る
と
い

え
ま
す
。
今
後
、
青
ヂ
年
に
対
す

る
社
負
の
影
響
に
つ
い
ア
ほ
、
大

人
自
劈
が
自
分
た
ち
の
問
弔
″
じ

て
と
9
ヘ
解
決
奎
図
つ
て
い
く

1 3

　
こ
は
た
す
や
ま
Ｉ
か
い
め
　
木
幡
と
厖
山
初
競
坦
に
あ
た
編

と
こ
ろ
に
は
、
長
坂
峠
と
い
う
峠

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ｍ
は
影
腐
逮

と
か
’
ｆ
ｏ
3
Ｓ
Ｍ
と
か
ゆ
ば
れ
て

お
く
か
ら
剱
く
の
μ
に
衿
剛
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
　

む
か
し
は
、
唱
の
産
の
ふ
も
と

に
、
お
地
獄
さ
ま
が
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
お
地
獄
さ
ま
は

慮
岫
の
竪
に
ｋ
む
ぺ
か
の
籾
希
が

旛
や
耕
島
石
ふ
緊
欧
へ

芦
］
で
い
4
ａ
き
’
ａ
く
の
欲
川

の
中
か
ら
見
侑
け
た
も
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
　

あ
る
と
き
、
肘
を
つ
れ
た
雖
が

あらしを起こし

た長坂地蔵

あ
り
ま
せ
ん
か
・
お
ど
ろ
い
て
手
　

な
と
じ
ｉ
敵
を
解
き
、
お
地
蔵
さ
ま
に
あ
や

ま
り
ま
し
た
。
す
る
と
嵐
は
や
ん

で
。
数
は
も
と
の
よ
う
に
中
れ
あ

が
っ
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

つ
た
1
こ
・
｀
た
　
こ
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
木
幡

の

μ

た
ち
は
、
こ
の
お
惑
鄙
さ
ま

を
大
切
に
お
ま
つ
り
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
・
お
彭
を
ふ
て
て
お

ｕ
Ｖ
ｒ
≪
・
あ
め
り
ぬ
地
蔵
さ
ま
を
納
め
、
雨
露
に
濡
れ

な
い
よ
う
に
し
て
あ
げ
ま
し
た
。
　

噫
λ
こ
う
た
こ
う
ろ
な
さ
お
線
香
を
立
て
る
香
炉
や
「
彭
痴

此
4
尊
」
比
彫
り
こ
ん
だ
石
碑
姥

寄
付
す
る
人
も
あ
り
ま
し
た
。
逮

く
か
ら
お
ま
い
り
に
和
る
μ
も
。

斟
り
・
≪
・
≪
り
ヽ
鴫
の
ぶ
く
の
逮
職

の
。
て
ご
ろ
な
石
に
手
綱
を
か
け

て
判
を
つ
な
ぎ
、
ひ
と
似
み
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
に

わ
か
に
あ
た
り
が
暗
く
な
っ
て
、

も
の
す
ご
い
嵐
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
と
つ
ぜ
ん
ピ
カ
ッ
と
が
っ
て

雷
鳴
が
と
ど
ろ
4
ま
応
た
。
湧
は

た
ち
ま
ち
そ
の
場
に
倒
れ
て
苦
し

み
、
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
Ｉ
い
き
ふ
　
や
が
て
男
は
息
を
吹
き
か
え
し

ま
し
た
。
わ
れ
に
か
え
っ
て
あ
た
　
　
み
ま
・
Ｃ
T
J

り
を
見
回
す
と
、
牛
を
つ
な
い
だ
Ｒ

は
ヽ
な
ん
と
お
洽
獄
さ
ま
で
は

ひ
ひ
ふ
日
に
日
に
増
え
て
、
あ
ち
こ
ち
に

み
ち
Ｉ
、
し
た
道
し
る
べ
の
石
も
立
ち
ま
し
た
・

≪
≪
い
ね
ん
え
ん
に
≪
r
≪
ｕ
毎
年
八
月
一
日
が
縁
日
と
定
ま
っ

て
・
そ
の
恥
に
廊
が
な
お
ま
つ
り

を
呼
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

聊
浄
十
年
弛
八
七
七
）
十
二

月
、
も
っ
と
便
利
の
よ
い
と
こ
ろ
　

う
り
に
移
し
て
お
ま
つ
り
し
よ
う
と
い
　

そ
う
だ
ん
・
・
は
た
」
1
う
相
談
が
ま
と
ま
っ
て
、
木
幡
正

な
か
Ｌ
よ
う
か
く
ぃ
λ
て
ら
中
に
あ
る
正
覚
院
と
い
う
お
寺
の

ま
え
じ
ぞ
今
前
に
、
こ
の
お
地
蔵
さ
ま
を
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
ぞ
今
し
た
の
で
す
。
お
地
蔵
さ
ま
は
い

ま
も
そ
こ
に
あ
り
、
娘
肘
吏
が
な

か
厭
叡
が
槨
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
歴
史
資
料
室
）

1044

国
際
障
害
者
年
　
　
　

記
念
講
演
会

　
今
年
は
、
国
際
障
害
者
年
。
　

市
で
は
、
国
際
障
害
者
年
と
市

制
壽
諮
干
周
年
奎
記
念
し
で
、

世
岑
公
派
連
盟
事
務
局
長
の
セ

ザ
ル
・
マ
ガ
ロ
＾
ト
疹
必
招
残

講
竪
￥
開
零
柔
す
。
　

こ
の
記
念
講
嬰
哩
、
マ
ガ
ロ

ッ
ト
さ
ん
の
す
ぐ
れ
た
活
動
経
験

と
知
識
を
穏
礁
的
に
孝
び
、
国
際

的
な
及
好
の
増
進
と
障
害
者
福
祉

10月20日

の
充
実
に
役
立
て
る
た
め
に
開
か

れ
ま
す
。
　

障
害
者
問
碧
海
解
し
て
い
た

な
謳
応
、
ぜ
ひ
襄
茄
ぐ
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　

◇

▽
と
き
…
1
0
鳳
官
㈹
、
午
後
1
　

時
半
か
ら
ａ
時
半

▽
と
9
？
宇
治
市
愚
題
大
会
　

議
室

▽
内
容
・
：
①
講
演
Ｌ
「
国
際
障
害
　

者
年
の
意
義
と
障
害
者
問
題
」
　

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
こ

マ
鷺
用
・
：
無
料

▽
セ
ザ
ル
ー
マ
ガ
ロ
ッ
ト
さ
ん
の

略
歴

セ
ザ
ル
ー
マ
ガ
ロ
ツ
ト
さ
ん

一
九
一
七
年
、
イ
タ
リ
ア
の
パ

ド
ヴ
ア
に
生
奔
れ
る
。
一
九
五

一
年
の
世
膠
公
感
鴉
盟
の
結

戊
に
努
力
、
結
成
と
同
時
に
事

務
局
長
に
就
任
、
国
際
連
き
の

科
学
・
技
術
委
員
会
の
委
員
な

ど
の
役
職
が
担
い
、
そ
の
活
動

は
高
い
認
砧
奎
得
て
い
ま
ず
。

ふ
る
さ
と
む
か
し
話
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平
等
院
横
の
宇
治
川
堤
を
行
く
戦
国
武
将

〝
戦
国
絵
巻
〟
な
ど
　
　
　
　
時
代
行
列
も

　
午
後
二
時
か
ら
、
宇
洽
橋
通
り

か
ら
宇
冶
川
堤
一
帯
奎
課
り
歩
い

た
時
代
行
列
は
、
牢
治
に
ち
な
ん

だ
豪
華
な
時
代
絵
巻
か
展
開
。
　

戦
国
絵
巻
は
、
室
町
幕
府
最
後

の
将
軍
足
利
義
昭
ｙ
織
田
信
長
の

天
下
分
け
目
の
。
槙
島
合
許
を

小
学
生
な
ど
に
よ
っ
て
再
現
。
　

悉
Ｂ
せ
た
観
光
客
も
、
行
列

に
目
を
奪
わ
れ
で
い
ま
し
た
。

公民館のお知らせ

　
秋
の
歴
史
探
訪
Ⅲ
―
秋
の
山
城
路
を
訪
ね
て
―

　
秋
の
一
日
、
山
城
の
遺
跡
を
肢
蓼
い
で
み
ま
せ
ん
か
。
宇
治
市
公
民
館
は
、
歴
史
サ
ー
ク
ル
と
共
催
で
秋
の
歴
史
探
訪
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
ｙ
吐
培
。
仙
月
2
8
晶
Ｖ
行
程
…
蟹
満
寺
－
湧
出
宮
神
社
－
北
谷
横
穴
群
－
平
尾
城
山
古
墳
―
算
大
諮
嘉
’
祭
跡
、
徒
歩
約
O
w
▼
講
師
・
：
山
田
良
三
さ
ん
（
宇
治
市
文
化
財
保
護
委
員
）
▼
集
合
・
・
・
午
前
9
時
2
5
分
に
国
鉄
玉
水
駅
前
（
国
鉄
木
饌
響
蒔
5
4
分
―
黄
槃
駅
1
時
5
7
分
Ｉ
宇
治
駅
9
時
1
分
新
田
駅
9
時
1
分
）
▼
服
装
…
軽
装
で
は
き
な
れ
た
靴
▼
所
持
品
・
：
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
な
ど
▼
費
用
・
：
交
通
費
と
拝
観
料
百
五
十
円
は
各
自
負
担
▼
申
込
み
・
・
Ｉ
電
話
ま
た
は
直
接
来
館
の
う
え
申
込
み
を
▼
定
員
・
・
・
8
0
人
（
先
着
順
）
。
　
な
お
、
幼
児
、
児
童
に
は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
で
ぐ
だ
さ

○宇治市公民館…宇治里尻71の　

9（n＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑　

34の7（n⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺　

内91（魯⑩4687）

い
。
　
　
　
　

（
宏
吊
公
民
館
）
　
　
　
　

◇

　
　
市
民
音
楽
会

出
場
者
募
集

　
音
楽
を
愛
好
す
る
市
民
の
交

流
の
場
と
し
て
、
来
年
二
月
十

四
日
剛
に
開
く
市
民
音
楽
会
の

出
場
グ
ル
ー
プ
參
た
だ
今
鳶
集

し
て
い
ま
す
。
　

▼
演
奏
内
容
…
コ
ー
プ
ス
、

器
楽
演
奏
、
軽
音
楽
、
邦
楽
な

ど
▼
対
象
・
：
市
民
ま
た
は
市
内

に
勤
務
す
る
人
で
作
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
や
団
体
▼
申
込
み
…

1
0
月
2
0
日
肉
ま
Ｖ
に
、
宇
治
市

公
民
館
へ
。
　

な
お
、
こ
の
音
楽
合
一
の
企
画

運
営
は
、
出
場
者
で
実
行
委
員

＜
Ｋ
＊
）
Ｅ
ａ
＊
ｒ
－
≫
＜
て
い
た
だ
ぐ
も

の
で
す
。
　
　
　
　（

栄
治
市
公
民
館
）
　
　
　
　

◇

　
母
と
子
の
体
操
教
室

　
幼
児
期
に
両
親
に
遊
ん
で
も

ら
っ
た
記
億
は
、
そ
戸
も
の
生

涯
に
大
き
ぐ
影
響
を
与
灸
石

の
で
す
。
ま
た
、
早
く
も
三
歳

児
の
体
格
や
運
勁
能
力
に
、
親

の
遊
ん
で
や
り
方
に
よ
つ
Ｈ
Ｓ

著
な
差
が
表
わ
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
　

そ
こ
で
教
育
委
員
会
で
は
三

振
呑
一
〈
歳
程
度
の
幼
児
ｆ
’
毛

の
お
母
4
λ
を
対
象
に
体
操
教

室
＊
）
開
．
T
］
0
ｎ
6
Ｖ
＼
　

▼
心
一
場
・
と
き
・
・
・
＠
小
倉
公

民
館
（
Ｗ
品
甘
、
1
1
月
5
日
、

1
2
日
、
1
9
a
の
各
木
曜
日
）
、

＠
木
幡
公
民
館
（
一
…
甘
砧
百
、

1
1
月
1
3
ｗ
ｒ
2
0
m
’
2
7
m
の
各

金
曜
日
）
に
、
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
1
時
半
～
ｔ
時
▼
講
師

・
：
堀
井
崔
玄
ん
（
宇
治
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
）
▼

定
員
・
：
2
5
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
）
▼
参
加
料
・
：
無
料
▼

申
込
み
・
・
・
一
…
肖
2
0
日
ま
で
に
往

復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
親

子
の
年
齢
を
記
入
し
、
参
加
希

望
の
公
民
館
へ
。
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
）
　
　
　
　

◇
・

　
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
第
二
回
目
は
、
司
つ
ぐ
り
ひ

’
Ｓ
＞
Ｐ
＾
か
ご
作
昨
を
楽
し
み
ま

す
。
　

▼
と
き
・
・
・
四
a
1
4
苗
、
午

雰
函
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
↑
・
・
小

倉
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
岡
本
章
子

”
λ
指
導
に
よ
る
花
か
ご
作
り

▼
対
象
・
：
小
学
校
5
・
6
年
生

以
上
の
少
年
少
女
▼
申
込
み
・
・
・

材
料
を
準
備
し
ま
す
の
で
。
1
0

n
ｒ
ｓ
ｍ
・
ｗ
ｖ
ｙ
に
、
は
が
き
で
小

倉
公
民
館
へ
。
な
お
当
Ｒ
材
料

費
二
百
円
が
必
要
で
ｆ
。
　
　
　
　
　

（
小
倉
公
民
館
）
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少
年
非
行
防
止
が
重
点
　
　
　
　

全
国
防
犯
運
動

　
今
ａ
か
ら
二
十
日
康
丿
図
防

犯
運
勁
が
行
わ
れ
ま
す
。
　

こ
の
運
動
の
璽
点
は
、
盗
み
の

防
止
と
少
年
非
行
の
防
止
で
す
。
　

今
年
一
月
か
ら
八
月
ま
で
に
宇

治
署
管
内
で
盗
み
は
千
二
百
八
十

件
1
昨
年
同
期
よ
り
六
十
七
件

減
っ
で
い
求
ふ
、
少
年
の
補
導

状
況
は
、
四
百
七
十
七
人
と
去
年

よ
り
二
百
三
人
も
驚
異
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
　

次
代
奮
爾
少
年
m
全
に
育

て
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
々
の

願
い
で
す
。
　

少
年
の
非
行
防
止
に
は
、
初
期

に
発
見
に
誦
切
な
措
B
B
＊
ｗ
る
こ

と
や
地
域
ぐ
る
み
で
他
人
の
子
も

我
が
子
同
様
に
注
意
し
合
う
「
愛

の
ひ
こ
声
m
b
m
開
す
る
こ

と
で
す
。

　
家
庭
で
の
注
意
点

○
い
つ
も
温
か
い
雰
囲
気
で
気
軽
　

に
話
し
合
え
る
よ
う
に
し
ま
し

○
鵜
懇
の
け
じ
の
を
つ
け
奔
し
ょ

Ｏ
注
撃
ｙ
る
だ
け
で
な
ぐ
、
長
所
　

か
み
つ
け
て
、
ほ
め
て
や
り
ま
　

し
ょ
う
。

〇
非
行
の
改
さ
し
は
は
や
く
見
つ
　

け
、
や
ｖ
ｊ
．
ｙ
＾
さ
と
し
ま
し
ょ
　

う
。
（
宇
治
響
察
署
）

郷土産業展

　　市民会館・商工会議所・茶業センター（工業製品）（食料品）（茶と陶器と野菜即売）

　
宇
禦
閃
で
生
産
さ
れ
て
い

る
各
種
の
郷
土
蹟
真
一
を
、
広
く

市
民
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た

だ
こ
．
Ｃ
Ｍ
Ｊ
’
第
二
回
宇
治
市
郷

土
産
業
展
が
開
か
れ
ま
す
。
　

会
場
で
は
’
W
0
M
ｔ
ｉ
物

産
が
展
示
”
’
れ
、
一
部
即
売
さ

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
市
民
会
館
と

商
工
会
議
所
…
　

市
制
麺
諮
一

十
周
年
記
念
と

し
て
、
全
員
に

出
展
企
業
の
商

品
が
あ
た
る
福

Ｗ
愚
息
、

移
動
郵
便
局
の

開
設
、
く
み
ひ

も
や
象
が
ん
の

実
演
と
即
売
、
電
話
展
、
新
製
品
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ぺ
　
茶
業
セ
ン
タ
ー
・
：
お
茶
飲
み
コ
ン
ク
ー
ル
、
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
の
個
人
指
導
、
お
茶
の
接
待
、
お
に
ぎ
ひ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。
　
な
お
、
当
日
は
位
得
き
の
無
料
巡
回
バ
ス
が
運
行
芦
れ
ま
す
。
各
バ
ス
停
に
時
刻
表
m
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
市
民
＜
！
Ｒ
館
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
転
車
な
ど
の
乗
り
入
れ
も
お
断
り
し
ま
す
。
（
商
工
観
光
課
）

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
0
月
1
8
日
は
統

計
の
日

　
内
閣
は
、
昭
和
四
十
八
年
、

統
計
に
対
す
る
い
っ
そ
う
の
理

解
と
協
力
を
呼
ぴ
か
け
る
た
め

十
月
十
八
日
か
統
計
の
日
と
決

め
ま
レ
こ
。
　

こ
の
日
は
、
明
治
三
年
に
当

時
の
民
部
省
が
生
産
統
計
の
出

発
点
と
な
る
「
府
県
物
産
表
」

で
、
府
県
内
で
忠
蜀
瓦
る
農

林
水
産
物
、
鉱
工
業
生
産
物
の

す
べ
て
夕
報
告
す
る
ぷ
フ
に
命

じ
た
日
で
す
。

　
こ
れ
以
来
、
行
政
施
策
の
企

画
や
立
案
、
そ
の
効
果
の
測
定

な
ど
に
多
数
の
統
計
が
不
可
欠

な
資
料
と
し
Ｓ
罰
Ｗ
れ
、
重

要
な
役
割
鷺
ば
た
し
て
い
ま
す
。
　

各
種
の
統
計
調
査
で
は
、
個

人
や
営
業
の
秘
密
を
厳
守
し
、

統
計
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使

用
し
ま
せ
ん
の
で
、
正
し
い
統

計
奎
作
る
だ
の
に
m
力
m

願
い
し
示
す
。
（
企
画
課
）

10月17.18日午前10時～
午後4時

秋の一日華やかに

宇治の茶まつり

　
よ
く
晴
れ
わ
た
っ
た
十
月
四
日
、
茶
ど
こ
ろ
宇
治
で
は
の
〝
茶
ま
つ
リ
〟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
茶
ま
つ
り
は
、
豊
臣
秀
吉
が
北
野
の
大
茶
会
を
催
し
た
十
月
一
日
に
ち
な
ん
て
、
茶
の
先
人
、
明
恵
上
人
や
千
利
休
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
茶
業
の
振
興
を
願
っ
で
昭
和
七
年
に
始
め
ら
れ
、
一
時
中
断
も
し
ま
し
た
が
今
年
で
三
十
回
を
重
ね
ま
し
た
。

▲
午
後
か
ら
訪
ず
れ
る
人
が
　

多
く
な
り
、
塔
の
島
で
行
　

わ
れ
た
野
点
席
な
ど
は
終
　

日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
　

ま
し
た
。

・●茶つぼから出したばかりの　

茶を引き、三ノ間から汲み　

上げた名水で茶を立て、茶　

業の先人らに献茶しました。　

（興聖寺本堂で）
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鎌
倉
時
代
の
井
戸
を
発
見

　
宇
治
妙
楽
に
あ
る
京
都
銀
行
宇

治
支
店
の
敷
地
で
、
鎌
倉
時
代
の

井
戸
跡
を
発
見
。
　

市
教
育
委
員
会
は
、
京
都
銀
行

宇
治
支
店
の
増
築
の
立
必
一
調
査
で

土
師
器
（
は
じ
き
）
忿
見
つ
け
、

試
掘
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
九
月
三

十
日
に
鎌
倉
時
代
の
井
戸
の
石
組

み
を
発
見
し
ま
し
た
。
　

こ
の
井
戸
は
内
経
約
百
？
ａ

円
形
で
、
地
表
か
ら
約
百
五
十
？

以
下
に
あ
り
ま
す
。
井
戸
の
石
組

み
の
間
か
ら
鎌
倉
時
代
の
特
徴
あ

る
瓦
器
（
が
き
↓
賤
き
の
土
器
）

　
ま
だ
ま
だ
使
え
る
け
れ
ど
、

活
用
し
で
い
な
い
も
の
が
あ
れ

ば
。
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
‘

に
登
録
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
　

登
録
の
有
効
期
限
は
、
一
ヵ

月
で
す
。
交
渉
は
当
事
者
間
で

行
い
、
結
果
蛮
Ｗ
告
し
て
い
た

だ
康
示
す
。
登
録
や
問
監
Ｂ

せ
は
市
役
所
商
二
観
光
課
（
ａ

ｃ
Ｃ
Ｏ
．
－
1
4
Ｌ
内
線
2
6
4
）
へ
。

が
出
土
し
、
井
戸
の
あ
る
上
の
層

か
ら
天
保
通
宝
や
寛
永
通
宝
の
古

銭
、
近
世
の
か
り
ら
が
出
て
い
ま

す
。
　

ま
た
、
井
戸
か
ら
の
出
十
高
は
、

土
師
器
や
中
国
製
（
宋
と
の
貿
易
）

と
思
わ
れ
る
磁
器
、
瓦
器
（
わ
ん

・
皿
）
、
か
わ
ら
、
じ
か
と
思
わ

れ
る
獣
骨
、
木
片
な
ど
で
、
布
目

が
わ
ら
は
寺
院
に
便
わ
れ
で
い
た

も
の
と
ｔ
’
t
＜
＾
ａ
れ
て
い
ま
す
。
井

戸
の
衷
Ｗ
に
は
柱
穴
が
あ
り
、

屋
根
の
よ
．
ｒ
v
Ｗ
も
の
で
お
お
わ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

〈
ゆ
ず
り
ま
す
）
　

べ
″
ド
の
マ
ッ
ト
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
、
八
ミ
リ
カ
メ
ラ
な
ａ
ｊ
”

‘
発
掘
租
屁
、
江
戸
時
代
末
期

ま
刄
苧
治
代
官
所
が
置
か
れ
て

い
た
歴
史
的
な
場
所
で
す
。
　

と
こ
ろ
で
、
井
戸
は
倣
わ
な
ぐ

な
る
と
、
土
器
や
か
わ
ら
な
ど
。

い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
ど
み
捨
て

尹
と
な
り
、
箆
塩
猫
す
る
人

た
ち
に
と
っ
で
は
、
昔
の
妾
苔

知
る
遺
物
の
’
宝
Ｆ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
　

教
育
委
員
会
で
は
、
出
土
し
た

遺
物
を
ひ
と
ま
ず
整
理
、
分
類
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ

く
こ
と
忿
7
？
い
ま
す
。

井戸から遺物も出土（10月3日、発掘現場で）

の
自
転
車
、
座
敷
用
長
机
、
ポ

ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
、
そ
£
痢

学
習
机
、
応
接
四
点
セ
″
ト
、

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
〈
ゆ
ず
っ
て
ぐ
だ
さ
い
）
　

げ
た
箱
、
‘
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

プ
ロ
パ
ン
用
コ
ン
ロ
、
二
十
り

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

な
4
　
　
　
　
　
◇

急
ピ
ッ
チ
で
復
旧
作
業
の
つ
づ
く
山
崩
れ
現
場

立場林道にバス運行

府道開通までの臨時措置

　
梅
雨
期
の
七
月
五
日
、
宇
治
山

王
で
山
崩
れ
が
起
こ
り
、
宇
治
川

沿
い
の
府
道
大
津
南
郷
宇
治
線
が

い
ま
も
全
面
通
行
止
め
に
な
っ
て

い
ま
す
。
　

こ
の
た
め
、
京
都
府
宇
治
土
木

工
営
所
は
。
市
役
所
前
か
ら
白
川

を
経
て
宇
治
田
原
町
へ
ぬ
け
る
立

場
（
た
て
ば
）
林
道
を
舗
装
。
十

月
三
日
か
ら
、
京
阪
宇
治
交
通
バ

ス
の
臨
時
路
線
と
し
て
、
午
前
七

時
か
ら
八
時
半
ま
で
と
、
午
後
五

時
か
ら
七
時
半
ま
で
が
バ
ス
専
用

道
路
と
な
り
、
こ
の
時
間
は
一
般

車
両
は
通
れ
ま
せ
ん
。
　

こ
の
措
置
は
府
道
が
片
側
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
も
の

で
す
。

　
私
た
ち
を
取
的
呑
ぐ
豆
男

中
で
、
河
川
は
牛
活
に
深
ぐ
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
物
資
夕
運

ぷ
た
め
の
交
通
路
と
な
っ
た
り
、

人
間
の
牛
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
飲
料
水
の
供
給
も
し
で

い
ま
す
。
私
た
ち
の
宇
治
川
も

同
じ
よ
う
に
璽
要
な
役
割
か
疸

っ
て
い
る
の
で
す
。
　

近
年
、
環
境
を
守
る
こ
と
の

関
心
が
高
ま
り
、
「
河
川
を
さ

れ
い
に
」
と
も
い
幻
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
宇
治
市
で
も
、

河
川
含
尻
い
に
保
つ
た
め
、

水
道
の
処
理
排
水
か
排
水
基
準

に
適
応
さ
せ
る
な
ど
の
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
　

そ
こ
で
、
水
質
問
題
を
取
り

上
げ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

◇
　

水
道
は
遥
序
・
豊
富
・
低

芦
夕
基
本
に
し
て
い
車
ふ
、

と
く
に
清
浄
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
清
浄
と
は
飲
用
に
溺
す
る

と
い
＞
ｒ
＃
味
で
あ
り
、
水
素
と

酸
素
か
尽
冨
全
ぐ
純
粋
な
水

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
成
分
（
有
害
で
な

い
も
の
）
牽
含
ん
で
い
る
方
が

7
つ
ま
い
”
水
i
j
い
え
ま
す
。
　

水
道
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち

は
、
き
ｎ
い
で
、
お
い
し
い
水

を
つ
く
る
た
め
日
夜
努
力
し
で

い
る
の
で
す
。

　
塩
素
消
毒
で

安
全
な
水
に

　
飲
用
に
滴
ず
る
水
と
は
安
全

な
水
で
、
水
質
基
準
に
合
っ
た

水
の
こ
と
で
す
。
こ
の
水
質
基

準
は
水
道
法
で
定
め
ら
元
で
お

り
、
適
合
し
て
い
れ
ば
安
全
と

い
え
ま
す
。
　

水
道
水
に
は
塩
素
の
に
お
い

が
あ
り
、
「
お
茶
が
ま
ず
く
な

る
」
「
カ
ル
キ
ぐ
さ
い
」
な
ど

評
判
は
よ
く
ぁ
り
ま
せ
ん
。
・
　

レ
？
尿
道
水
で
は
、
じ
ゃ

口
の
水
で
、
遊
離
残
留
塩
素
〇

・
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
上
、
結
合
残
留

塩
素
な
灸
弧
‥
）
・
四
Ｐ
Ｐ
剥

上
が
常
に
検
出
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
ど
ん

な
原
水
（
水
道
水
の
元
と
な
る

水
の
こ
と
）
で
も
、
塩
素
消
毒

だ
け
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
で
安
全
が
保
た

れ
て
い
ま
す
。
　

塩
素
処
理
に
つ
い
て
、
発
ガ

ン
物
質
の
心
配
が
報
道
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
も
塩
素
処
理
は

安
全
の
し
る
レ
と
し
て
重
要
な

役
割
奎
果
し
で
い
ま
す
。

　
微
生
物
な
ど
を

沈
で
ん
・
ろ
過

　
雨
が
降
っ
た
あ
と
の
濁
っ
た

安全な水道の水
河
川
も
、
し
ば
ら
ぐ
す
る
と
濁

ぴ
が
な
ぐ
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

水
が
流
れ
て
い
る
時
は
で
ち

重
い
固
体
も
水
の
中
に
浮
草
ｙ

る
が
、
流
れ
が
ゆ
る
や
か
に
な

っ
た
り
静
止
し
た
時
に
は
川
底

に
沈
殿
す
る
か
ら
で
す
。
　

こ
の
自
然
の
浄
化
作
用
か
莉

用
し
て
、
浄
水
場
で
は
薬
品
の

力
を
借
り
。
水
中
の
無
機
質
・

有
機
質
・
細
菌
・
微
生
物
な
ど

を
包
み
込
ん
だ
フ
ロ
″
ク
（
粒

子
）
か
沈
め
る
の
が
沈
で
ん
池

で
す
。
奈
り
に
、
沈
で
ん
し
き

れ
な
か
っ
た
フ
ロ
ッ
ク
は
ろ
逼

池
の
人
工
ゐ
疸
膜
で
取
ぴ
除
か

れ
ま
す
。
　

忿
這
は
、
こ
の
よ
う
に
し

で
自
然
か
ら
供
給
在
れ
る
水
を

’
i
＞
ｆ
ｔ
ｃ
い
に
す
る
役
割
命
珀
一
っ
て

い
ま
す
。
浄
水
場
で
作
ら
れ
た

水
は
、
水
質
基
準
に
適
合
し
、

安
全
な
水
と
し
て
市
民
の
み
な

さ
ん
の
家
庭
に
送
ら
元
で
い
る

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
。
｛
で
｝
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‘
ゲ
ー
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
日
ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
牽
す
る
機
会
の
少
な
い
高
齢
の
人
公
対
象
に
、
チ
ー
ム
対
抗
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
き
示
す
。
　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
5
日
向
午
前
9
時
（
雨
天
延
期
）
▼
と
こ
ろ
・
・
大
久
保
小
学
校
▼
チ
ー
ム
編
成
・
・
・
監
督
よ
・
・
競
技
者
ｉ
入
・
補
欠
2
人
で
、
市
内
在
住
の
6
0
歳
以
上
の
人
で
編
成
す
る
チ
ー
ム
。
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
▼
ル
ー
ル
…
京
都
府
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
競
技
用
規
則
と
宇
治
市
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
審
判
申
趾
つ
わ
せ
事
項
に
よ
る
▼
試
合
方
法
…
ソ
ー
－
ン
別
リ
ー
グ
で
薫
鷺
存
い
、

　
今
ま
で
に
成
立
し
た
も
の
で

は
、
ベ
ビ
ー
・
＾
＾
Ａ
ｗ
＞
Ｋ
Ｉ
Ｒ
や

楽
器
、
電
気
製
品
な
ど
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
家

具
や
一
般
家
庭
用
品
、
学
習
用

品
な
ど
、
希
望
や
提
砦
商
わ

ず
、
ど
ん
芦
ん
登
録
し
で
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　（
商
工
観
光
課
）

決
勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
▼
申
込
み

・
：
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
兄
、
1
0

月
1
5
日
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
。

　
　
卓
球
大
会

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
1
日
～
1
2
月
1
3

日
の
毎
週
水
・
金
曜
日
、
午
後
7

時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
西
宇
治
中
学

校
▼
対
象
・
・
市
民
ま
た
は
市
内
に

勤
務
す
る
人
▼
登
録
料
・
：
五
百
円

▼
定
員
・
：
3
0
人
Ｖ
申
込
み
・
：
登
録

料
か
ぷ
え
て
ｉ
Ｍ
教
育
課
ま
1
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

案
内

　
　
身
体
障
害
者
の

巡
回
更
生
相
談

　
今
年
度
二
回
目
の
身
体
障
害
者

巡
回
更
生
相
談
を
開
孝
禾
す
。
　

相
談
の
内
容
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
や
補
装
具
の
交
付
に
必
要
な

診
断
、
施
設
入
所
・
更
生
医
療
給

付
の
相
談
な
ど
で
す
。
ま
た
、
補

装
具
の
莞
霜
談
や
修
理
に
は
、

必
ず
補
装
具
夕
持
参
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
　

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
2
日
困
午
後
1

時
～
3
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
西
小
倉
集

会
所
（
近
鉄
小
倉
駅
か
ら
西
へ
徒

歩
約
1
0
分
）
▼
診
査
科
目
・
・
Ｉ
耳
鼻

咽
喉
科
、
整
形
外
科
。
　

当
日
に
は
、
印
鑑
と
垂
雲
怠

れ
な
い
ぶ
り
に
持
参
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
ま
た
、
手
慢
の
交
付
や
再
交

付
の
申
請
に
は
顔
写
真
一
枚
（
た

て
4
？
μ
×
よ
こ
3
？
訂
）
が
必

要
で
す
。
な
お
、
今
回
は
眼
科
の

診
査
は
実
廊
に
釜
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
ぐ
だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

　
　
1 0
月
の
献
血

　
▼
1
0
月
1
2
日
㈲
・
・
・
宇
治
保
健
所

で
、
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
1
時
か
？
蒔
半
ま
で
▼
1
0

月
2
0
日
㈹
・
：
三
和
研
磨
二
業
で
、

午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
▼
1
0
月

2
2
日
叩
・
フ
シ
ミ
サ
ラ
シ
エ
場
で

午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後

1
時
半
か
ら
1
時
半
ま
で
。
　
　
　
　
　
　

（
保
健
衛
生
課
）

　
第
3
次
府
総
合
開
発

計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
京
都
府
総
合
開
発
審
議
会
で
は
、
　

「
文
化
の
か
お
り
高
い
く
に
づ
く

り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
第
1
次

京
都
府
総
合
開
器
箇
（
第
Ｌ
次

試
案
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま

す
。
　

▼
と
き
：
1
0
烈
八
百
吻
午
後
ｐ
一

時
半
開
場
▼
と
こ
ろ
…
京
都
商

工
会
議
所
講
堂
▼
内
容
…
京
都
大

学
二
学
部
教
授
の
長
尾
義
三
さ
ん

の
基
調
報
告
の
あ
と
パ
ネ
ル
デ
″

ス
カ
シ
ョ
ン
▼
参
加
…
希
望
の
人

は
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
京
都

府
企
画
調
整
室
（
電
話
四
4
5
1
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ
局
8
1
1
Ｆ
内
線
2
1
1
9
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
企
画
課
）

　
　
市
民
文
化
祭の

作
品
募
集

　
秋
の
市
民
文
化
祭
が
十
一
月
一

日
か
ら
三
日
ま
で
、
市
民
会
館
を

中
心
に
開
催
。
あ
な
た
の
力
作
も

出
品
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
　

▼
募
集
作
品
…
生
花
、
押
絵
、

ち
ぎ
り
絵
、
は
り
絵
、
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
、
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
、

人
形
、
盆
栽
、
水
石
、
菊
花
（
大

菊
花
鉢
個
別
・
盆
栽
・
福
助
作
り
Ｉ

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
、
書
道
（
半
切
の

仮
軸
お
さ
め
）
、
写
真
（
白
黒
・

カ
ラ
ー
と
も
四
″
切
）
、
短
歌
（
色

感
疸
冊
）
、
俳
画
（
色
紙
）
、

そ
の
他
▼
出
品
資
格
・
：
市
民
か
市

内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
▼
申
込

み
＝
・
1
0
月
2
0
日
ま
で
に
襲
薮
育

課
内
の
文
化
祭
実
行
委
員
会
へ
。
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

　
（
遊
離
塩
素
）
　

水
中
で
次
亜
塩
素
酸
。
次
亜

塩
素
酸
イ
オ
ン
の
形
で
存
在
す

る
有
効
塩
素
。

　
〈
結
合
塩
素
）
　

水
中
に
ア
ン
モ
ニ
ア
が
あ
る

場
合
、
塩
素
剤
と
竪
に
し
で
ク

ロ
ラ
ミ
ン
と
呼
ば
れ
る
化
合
物

が
で
き
る
。
こ
の
状
態
で
存
在

す
る
塩
素
。

宇
治
浄
水
場
の
沈
で
ん
池

京
都
銀
行
宇
治
支
店
の
増
築
現
場

催
し

訂
正

　
十
月
一
日
奢
行

の
市
政
だ
よ
り
四

面
の
燃
え
な
い
ご

み
収
集
日
程
表
の
中
で
、
1
0
月
1
6

3
に
琵
琶
台
全
域
が
ぬ
け
て
い
ま

し
た
。
訂
正
し
お
わ
び
し
栗
す
。

水質問題を考える　上
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